
評価結果報告書

 芦屋市水道事業では、平成 29年度に「芦屋市水道ビジョン」の改訂及び「芦
屋市水道事業経営戦略」の策定を行い、経営目標達成のための具体的な実施計画

を掲げている。そして、芦屋市上下水道部では、実施計画の進捗状況を点検・評

価し、その結果を「芦屋市水道事業経営戦略実施計画進捗管理シート」及びその

総括である「芦屋市水道事業ビジョン及び経営戦略の点検・評価について」にま

とめている。

 芦屋市水道事業経営計画実施状況評価委員会は、芦屋市上下水道部が行った

水道ビジョン・経営戦略の実施状況の点検・評価の結果について評価するため、

書面審議（書類の閲覧、書面での質疑応答等）を行った。これは、新型コロナウ

イルス感染症対策として、対面での審議に代替したものである。

 その結果、令和元年度における水道ビジョン・経営戦略の実施状況について芦

屋市上下水道部が行った点検・評価は適正なものと認められる。

 芦屋市で行われている水道ビジョン・経営戦略の実施状況の自己点検・評価及

びそれに対する委員会の検証・評価は、先進的な取組と考えられる。人口減少等

による需要減や施設更新や耐震化等によるコスト増などにより、厳しい水道事

業経営が見込まれる状況のもと、市民の理解を得て、安全で安心できる水道事業

を進めていくことが求められる。今回の自己点検・評価で未達成の事項について

その原因を具体的に分析し、改善していくことが、今後の効率的かつ経済的な運

営、水道事業の発展につながることを期待する。

以上

令和３年１月２０日

芦屋市水道事業経営計画実施状況評価委員会

委員長 西尾 宇一郎



芦屋市水道事業ビジョン及び経営戦略の点検・評価について

１ 点検と評価の仕組みとねらい

総務省は，令和２年度までに経営戦略を策定し経営改善するように通知した。

これを受けて，平成２９年度に，水道事業経営審議会（以下「水道審議会」と

いう。）を設置し，市民目線に立って経営戦略と水道ビジョン（以下「経営戦

略等」という。）の見直しについて審議していただいた。また，経営戦略等の

実効性を担保するため，毎年度，水道審議会委員で構成する芦屋市水道事業経

営計画実施状況評価委員会（以下「評価委員会」）で実施状況の自己検証につ

いて評価していただく仕組みを構築した。

これは決算内容との整合性や最終的な収支改善の実態，今後の見通しなども

併せて検証し，現場を預かる担当課長が自己評価することにより，次年度以降

の改革に資すると考えたからである。

２ 総合的な評価と所見

経営戦略等は，「安定・効率的で持続可能な経営」，「組織の活性化と人材の

育成」，「市民から信頼される水道事業」の３本柱を基軸にして，６７項目の具

体的な実施計画が示されている。これらの項目は，経営の効率化，技術継承の

ための人材育成，災害に備えた高耐久性・耐震性資材を用いた老朽施設の更新

など多岐にわたっている。令和元年度においては，達成が４８項目（７２％），

取組中が５項目（７％），未達成が５項目（７％），該当なしが９項目（１４％）

であった。次に各項目の市の評価の概要を示す。

１）安定・効率的で持続可能な経営

主要管路の更新時に耐久性・耐震性を備えた１００年耐用のＧＸ形ダクタ

イル鉄管を使用し老朽管の更新を行ってきた。今後も，技術革新に注視し，

耐久性・耐震性に優れた配管材料等を活用するよう努めていく。

安心・安全な水道水の啓発については水の週間における「芦屋の水」の配

布，防災訓練及び福祉フェアなど各種市内でのイベントにも参加し，水道水

の啓発を行った。

２）組織の活性化と人材の育成

水道業務課の台帳図面整理で時間外勤務が増加したものの，奥山浄水場の

夜間勤務の一部民間委託の実施や漏水件数の減少などにより，水道事業全体

の時間外勤務を減少させた。引き続き，ノー残業デーの意識向上や働き方改

革を念頭におき，業務改善に努めていく。



職員の意識改革・能力開発では，事務・技術系の公的資格の取得促進や日

本水道協会全国会議での論文発表等に取り組んだ。

３）市民から信頼される水道事業

分賦負担金制度の見直しについて，阪神水道企業団と構成市が平成２９年

度から検討していた，現在の分賦負担金制から変動費と固定費に分ける２部

制の導入が決定した。さらに固定費の削減についても実施することとなった。

これにより，令和２年度から年間約３，０００万円の受水費が軽減できる見

込みとなった。

防災対策では，兵庫県主催の応急給水訓練や，神戸市との緊急時連絡管操

作訓練のほか，地元自治会主催の地域防災訓練への参加など，緊急時に備え

た訓練を実施した。

４）経営指標

供給単価（169.9 円）が給水原価（168.8 円）を上回り，昨年度に引き続

き営業損益が黒字となった。 

管路耐震化率は令和３年度に４３．６％の達成は厳しい状況であるが，目

標に向けて引き続き取組を進める。 

水道施設見学者割合についても目標達成が厳しい状況であり，奥山浄水場

見学が小学４年生だけで，一般市民を対象とした取組ができていないことが

要因である。今後とも水道事業への市民の理解を深めていきたい。 

３ 最後に

経営戦略等は１０年程度の中長期の計画であるが，日常的な事業の実施と定

期的な点検や評価が計画の実現に繋がっていく。今年度は前回よりも達成項目

は増加している。この自己評価の中で明らかとなった課題については，評価委

員会の点検や評価を受けて，次年度以降に引き続き改善を加えて取組を進めて

いく。

なお，実施計画の具体的な市の評価は別紙「芦屋市水道事業経営戦略実施計

画進捗管理シート」に記載のとおりである。

以 上

令和３年１月２０日

芦屋市上下水道部

部長 古田 晴人
















